
≪地足場の昇降設備として設置≫
地足場に『ライトブリッジ』を用いて、昇降設備は『ラクラ
クタラップ』を使用しており、従来工法の単管組み地足
場の約1/3の工期で完成させることができます。

≪地盤面下の昇降設備として設置≫
切梁や火打ちに鉄骨クランプなどで単管を固定して踊
場を造り、『ラクラクタラップ』を設置しています。単管+コ
ンビステップの昇降設備よりも短時間で安全に組立て
できます。

≪急傾斜地への設置≫
この事例では、専用のベース金具を法面にアンカー固
定して設置しています。『ラクラクタラップ』は最大70°
の勾配まで対応しています。

≪木々の合間を縫っての設置≫
単管+コンビステップで、この事例のように現場合わせ
で湾曲させながら階段を造るのは大変ですが、『ラクラ
クタラップ』なら、法面に置いて角度を調整するだけで直
ぐにご利用頂けます。
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≪踊場を設けた事例②≫
この事例では『ラクラクタラップ』取付け用の横地単管に
鋼製足場板を掛けて踊場を造っています。

≪踊場を設けた事例①≫
労働安全衛生規則により、高さが8ｍ以上の階段には、
7ｍ以内ごとに踊場を設けなければなりませんが、この
事例のように『法面ステージ』を使用すれば、踊場も簡
単に設置できます。

≪乗り入れ口を設けた事例≫
建枠、足場板、単管、『ラクラクタラップ』の手摺りを上手
く組み合わせて乗り入れ口を造っている事例です。

≪2列並べての設置事例≫
『ラクラクタラップ』の幅は3種類ございますが、2列並べ
て階段の幅を広くすることもできます。一般の方が通行
する場合、上り・下りの別を表示して使用することもあり
ます。
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≪ラクラクタラップの固定方法③≫
この事例ぐらいの勾配になると、打込み単管が必要に
なり、『ラクラクタラップ』の爪毎に単管を打込み、横地
単管を固定して、その横地単管に『ラクラタラップ』を掛
けていきます。

≪ラクラクタラップの固定方法①≫
この事例は法面の勾配が緩く、勾配がほぼ一定である
ため、法面の勾配方向に単管を這わして横地単管を固
定し、『ラクラクタラップ』を掛けています。

≪ラクラクタラップの固定方法②≫
事例⑨同様に勾配が緩いため、打込み単管は用いず
にベース金具に『ラクラクタラップ』を掛け、土のう袋を
重しにしています。
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